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研究成果の概要（和文）：  

本研究は，京都市内を流れる自然河川である賀茂川・鴨川とその水を分流する水路網などの

「水みち」の総体を鴨川水系として定義づけた上で，その鴨川水系を基軸として明治以前に形

成された水辺景域の構成と，その明治以降の変容を明らかにした．明神川系流域の上賀茂地区

と禁裏御用水の水系と園池群を対象とし，池群の存在を支える面的な水系を把握し，水系を構

成する水路が水辺景域内の住まいの敷地配置等を含む景域形成に与えた影響を明らかにした． 

 

研究成果の概要（英文）： 
 This Research clarified characteristics of the water front landscape and its 
configuration in the riverside area, and its historical formation process. The subject 
of this research is The Kamo River and its tributary small waterway and its network, 
especially on the Myojin River area, and the Kinri Goyosui waterway and ponds of gardens 
near Kyoto Imperial Palace. This research showed how the waterway and its network 
influenced on the configuration of the site and its formation of the characteristic 
landscape. 
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１．研究開始当初の背景 

「景域／Landshaft」という語は，視覚概

念に限定した「景観／Landscape」に対して，

「地域的な一定の広がりがあり，そこに内包

される具体的事物の認識と，それら事物の相

互間に働く作用，さらにその総和として生成

された生態的全体像の動的客体」（井出久登，

1985）として用いられる．本研究における景

域の語はこれに基づき，風景体験の場となる

領域の概念として設定し，視覚を含めた空間

的構成のされ方に焦点を当てる． 

1999年に発表した申請者らの論文「疏水の

遣水的利用に関する研究」（山田圭二郎・中村

良夫・川崎雅史，環境システム研究 Vol.27）

は，自然の猛威を露にする河川本流から取水

し段階的に水位の調節を行いながら最も身近

な空間にまでその水を導いてゆく過程を「遣

水化」と捉え，〈人間‐河川〉系の階層構造と

いう新たな解釈により京都における疏水網を

説明した．しかし，京都盆地における水系文

化は，河川本流から取水する方法だけでなく，

むしろ湧き水を水源とした小規模河川を遣り

まわして利用するネットワークが山辺の社

寺・集落・農地において発達していたものと

思われる． 

また申請者らは「山辺景域の敷地計画とデ

ザイン手法に関する研究」，「京都盆地におけ

る『水みち』の構造と景観形成に関する調査

研究」に取り組んできた．前者は主として近

代以降に山辺における良質な敷地計画がまと

まった景域を形成する要となった事例を分析

するものであるが，山辺の領域における水み

ちのデザインの有効性も示唆している．後者

は，この水みちと社寺庭園の関係に着目し，

京都盆地全域における水のネットワークを浮

き彫りにしようとした試みであった．本研究

はこの後者の研究および「遣水的利用に関す

る研究」の延長上にあり，庭園に留まらず京

都盆地の山裾から平野部にわたる生活・生産

の領域を巡り，文化圏を形成する都市基盤と

しての水みちの構造を明らかにするものであ

る．本研究により，湧水から大河川へ至る流

域の中で形成される景域において，「水みち」

が要所で果たす役割が明らかとなるであろう

と考えた．さらには，社寺境内や庭園の遣水

としての利用においては，庭の性質にあった

水勢に整えるための導水の技術が類型として

見出され，集落においては生活と関わる利水

形態の類型及び生活景として認識される景観

の構成が見出され，また農耕地においては灌

漑のためのシステムが風景となるときの見方

の類型が明らかとなるであろうと考えた．  

 

２．研究の目的 

本研究は，明治以前に鴨川水系を基軸とし

て形成された水辺景域の構成と，その明治以

降の変容を明らかにすることを目的とする．

本研究において鴨川水系とは，京都市内を流

れる自然河川である賀茂川・鴨川とその水を

分流する水路網などの「水みち」の総体とし

て，その流域とは，水系によって供給された

水を享受する範囲として定義する．なお，水

辺景域とは，水利用または水辺空間利用に基

づいて秩序立てられ，一体的なまとまりとし

て知覚される領域とする． 

 本研究で対象とする京都の市街部に隣接し

ている鴨川（上流は賀茂川および高野川）本

川は，京都の歴史に最も大きく関わってきた

川である．古くよりその治水対策が周辺地域

の土地利用に影響を与え，また河川敷が遊興

の場として用いられてきたが，それとともに

周辺農地の灌漑の水源，平安京以来の市街部

へ水を送る都市内河川の水源，舟運を目的と

して開鑿された高瀬川運河の水源としても活

用され，利水，治水の両面を見据えた水系が

形成されてきた．水系を形成する鴨川の分流

路はどれも狭小で，市街部では建物や街路を

縫うように流れが設けられていた．それらの

一部はかつて「川」と呼ばれており，その存

在がある程度認知されているが，その水路網

の全容が把握されているわけではなく，また

水の供給先や実際に形成されていた水辺空間

の様態については未だ明らかでない部分が大

きい．以上のような歴史を持つ京都鴨川水系

は，近世までの市街部で見られた水利用，水

辺空間利用とその近代以降の変容を追うとい



う本研究の目的に適した対象である． 

本研究で取り上げる上賀茂地区の上賀茂神

社と社家町，現在の京都御所周辺地区の園池

群，そして鴨川先斗町地区の町なみは，近世

までに鴨川水系を基軸として形成された水辺

景域であるが，明治以降それぞれ異なる変容

を経験した上で，現在ではその景観が観光資

源としても活用されている．従って，近代以

降の水辺景観の変容，消失，そして持続につ

いても考察が出来るという点も特徴である． 

 

３．研究の方法 

第一に，京都盆地の地形，地質といった自

然条件と歴史的な水利用の経緯から，明治ま

でに構築されていた鴨川水系を定義する．そ

してその流域の土地利用と水系構造の特徴を，

水系を構成する 2つの系統のそれぞれについ

て明らかにする．また，定義した鴨川水系流

域のうち，かつての水辺景域の痕跡が現存す

る 2つの地区を選び，それぞれの地区で形成

されていた水辺景域の特性と明治以降の変容

についてそれぞれ明らかにする． 

次に，賀茂川の東に展開していた用水系統

である明神川系の流域に展開していた上賀茂

地区を対象とする．上賀茂地区は，鴨川水系

由来ではない御物忌川が水系に流入している

点，また旧来の水系が比較的保存されており，

旧来の水系利用やその結果立ち現われる景観

が現在も一部残されているという点で，特徴

的な地区である．そこで，上賀茂神社の門前

に位置する社家町を取り上げ，集落内の水路

と各敷地内の池によって形成された水系の明

治以降の変遷を，歴史資料や地図類，現在の

住人へのヒアリング調査結果を元に把握する．

更に，水系を機軸として形成される水辺景域

の特性を，社家の住まいの敷地配置と街路景

観の面から考察する． 

次に，賀茂川の西に展開していた用水系統

である今出川系，堀川系のうち，現京都御苑

周辺へ水を供給していた禁裏御用水（御用水）

とその水を取り込んでいた園池群を対象とす

る．歴史的史料を用いて近世に構築されてい

た禁裏御用水の水系と園池を把握するほか，

琵琶湖疏水流入をはじめとする明治以降の水

系の変容を明らかにすることで，京都の市街

域における鴨川水系の消失過程の一端を示す． 

最後に，前章までの成果を示し，更にそれ

らを第 2 章で明らかにする鴨川水系の中に位

置付け，鴨川水系およびその水辺景域の形成

と変容の歴史としてまとめる． 

 

４．研究成果 

本研究は，明治以前に鴨川水系を基軸とし

て形成された水辺景域の構成とその変容を明

らかにすることを目的として，鴨川水系の主

要系統の流域に属する 2つの水辺景域を取り

上げ，それぞれについて明治以前の構成と明

治以降の変遷を明らかにしてきた．以下に，

得られた研究成果を示す． 

 

１）鴨川水系の定義と水系の整理 

京都盆地の自然条件と歴史的な水利用の経

緯から，明治までに構築されていた鴨川水系

を定義した．鴨川水系は賀茂川および鴨川と

それを水源とする水路群で構成され，古代よ

り賀茂川と深いつながりを持っていた上賀茂

神社が明治まで配水権を持ちつつ灌漑用水系

統を統括していた．そしてこの水系の流域に

あたる農地部と市街部は，賀茂川扇状地と下

流の鴨川扇状地にほぼ該当する．次に，この

鴨川水系とその流域の土地利用の特徴を，水

系を構成する明神川系，堀川系と今出川系の

それぞれについて，以下のように明らかにし

た． 

鴨川水系の中でも配水面で優遇されていた

明神川系には，上賀茂神社境内で北山の谷水

を集めた御物忌川の水が合流していた．近世

の今出川系，堀川系では，上流で農地灌漑に

用いられた水が下流の平安京以来の市街域へ

も通水されており，平安時代より中川や今出

川が賀茂川の水を市街域へ送っていた．また

堀川については，元々は盆地内河川を改修し

た流れであったところに，規模の小さい盆地

内河川の水量を補う目的で鴨川水系堀川系の

水を流入させるようになったという仮説を立

てた．明神川系，堀川系，今出川系の各用水

系統は，農地灌漑のみではなく上賀茂集落や

下流の市街地への通水も担う系統であった． 

 

以下では，鴨川水系の流域で現在でもかつ

ての水辺景域の痕跡が確認できる 2つの地区

を選び，形成された水辺景域の構成およびそ



の変容を明らかにした． 

 

２）明神川系流域・上賀茂地区における水辺

景域の構成と変遷 

明神川系の流域に形成された上賀茂地区に

着目し，社家町内に池と水路で構成されてい

た水系の明治以降の変遷について，以下のよ

うに明らかにした． 

上賀茂社家町では，中世以前より下流の農

地への農業用水を兼ねた水系が整備されてい

たと考えられ，明治初期からしばらくは発展

していたものの，上水道整備による生活用水

のシフトや道路側溝としての再整備，水質の

悪化，社家の住まいの再開発により徐々に変

容，衰退し，住人の生活から切り離されてい

った．近世より池を保有していた社家の住ま

いでは，基本的に遣り水や池を接客空間に設

け，アプローチや座敷からの鑑賞を意識した

意匠を施すという一定の様式に則った敷地配

置がなされていた．明治以降に建設された和

風建築でも，このような接客空間の設け方と

それを構成する諸要素が踏襲され，鑑賞や鯉

の飼育を目的として池が建設され維持されて

いたが，この様式を踏襲していない池も新設

されていた．このような社家の住まいの敷地

配置が水路や通りといった敷地条件に依存す

るということを前提として，現在「社家らし

い」とされている要素である，土橋，門と土

塀越しの緑の街路景観への表出について，そ

れぞれ考察した．これらの考察より，社家町

の水辺景域とその景観の秩序形成に水系が大

きく関わってきたことが確認されたが，現在

認識されている「社家町らしい」街路景観が

必ずしも社家町全体に当てはまらないことも

同時に確認された．具体的には，街路景観へ

の庭木の表出や近代的な改築の影響の有無に

ついては，敷地条件の差異から，各エリアで

異なる傾向が見られることを確認した．また，

土橋は伝建地区にあたる南大路辻子以西の藤

ノ木通り南沿いに玄関を設ける住まいのみに

見られるが，そもそもそれ以外の場所では見

られず，またその数は明治以降に増えていっ

たものであることを確認した． 

 

３）禁裏御用水流域の園池群における水辺景

域の構成と変遷 

現京都御苑周辺地区へ水を送っていた禁裏

御用水を取り上げ，流域の園池群を組み込ん

だ広域的な導配水システムとしての近世の水

系を把握し，その明治以降の変容を明らかに

した． 

近世に構築された禁裏御用水の通水システ

ムとして，他の井手に見られない石垣と二重

の樋口を持った小山郷井手，小山郷内の灌漑

のために分配した使用済の水を集め，市街部

で再度本筋に合流させる流路構造，相国寺前

で余剰水を排するための悪水抜溝，公家町内

での御溝水による水路網の存在を把握した．

これらの特徴から，禁裏御用水は，上流の農

地と下流の市街部での水の共用にも配慮し安

定供給を目指した水系であったと結論付けた．

そして，相国寺以北に形成されたほとんどの

池が禁裏御用水の一部を導水路により分流し

て利用していたが，相国寺開山塔庭園のみは

幹線流路をそのまま庭園内に取り込んでいた

ことを確認し，この特殊性が庭園成立や禁裏

御用水の成立のいきさつと関連する可能性を

指摘した．また公家町での禁裏御用水が，幹

線流路と御溝水により各敷地の園池に配分さ

れていたことを示した．従って，この地区の

園池群は鴨川水系を基軸とした水辺景域とし

て成立していたことが確認された． 

明治に入って，禁裏御用水には疏水分線か

らの水の流入や流路の変更という改変が行わ

れ，水系と水辺景域は解体されていった．明

治 23 年からは疏水分線から水が流入したが，

それは禁裏御用水本筋のみを対象としたもの

であった．その際，京都御苑内でも御溝水の

改修と再編が行われたほか，御苑から京都府

庁や寺町方面へ水を送る流路も新設された．

そして明治 45 年の御所水道建設後は，京都御

苑より上流の園池へは疏水の水が送られなく

なった．更に，小山郷井手から流入する 3つ

の水みちのうち新町頭の悪水溝から続く水み

ちは明治 23 年から大正末年までの間に堀川

系へ合流するようになり，これが擁翠園への

通水停止の原因となったものと推測した．旧

来の鴨川水系の水の供給は昭和初期まで続け

られ，周囲の園池に水が送られていた．その

間，付近の民有地内に新たな園池の設置も見

られた．禁裏御用水の廃止の原因については

未確認であるものの，上流農地に対して行わ



れた区画整理事業と関係する可能性を指摘し

た． 

 

４）水辺景域での水系への関わり方に関する

考察 

本研究で取り上げた上賀茂地区，現京都御

苑周辺地区は，それぞれ鴨川水系の明神川系，

今出川系を基軸としてひとつのまとまりを形

成していた地区である．水を引き込んで園池

を形成するという水系利用の型が，園池群の

形成を促した．特に上賀茂社家町については，

園池群の存在を支える面的な水系が把握され

たほか，水系を構成する水路が水辺景域内の

住まいの敷地配置に影響を与え，その結果，

水辺景域内の街路景観に一定の秩序が生まれ

ていたことを確認した．このような水辺のあ

り方は，近代的な河川空間のそれとは根本的

に異なるものであり，また近代化により変容

し失われていったものである． 

鴨川水系流域の水辺景域が明治以降に変容

としていった要因としては，水系自体の変容

と水系に関わる主体の変容の両面があり，そ

して地区毎にその変化の要因が異なっている

ことが確認された．京都御苑周辺地区では，

水系自体が廃止されることにより，周囲の園

池が地下水利用に切り替えられたり，枯山水

の庭に造り替えられたりした．ただし，明治

以降に園池が新設された例もあり，園池群の

変容は水系の変容に合わせて段階的に起こっ

たようである．上賀茂地区では，水系の廃止

という危機的なインパクトはなかったものの，

道路整備や下流農地の宅地化に伴う水系の整

理という外的要因に加えて，水質の悪化と上

水道整備を受けた生活用水のシフト，あるい

は伝統的な住まいの再開発といった水系利用

者の意識や価値観の変化も水辺景域の変容の

一因であったことが確認された． 
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